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会  議  録  

会 議 の 名 称 平成２６年度第８回行田市子ども・子育て会議  

開 催 日 時  平成２７年  ２月  ６日（金）  

   開会：  １４時００分・閉会：  １５時００分  

開 催 場 所 行田市産業文化会館２Ａ・２Ｂ会議室  

出席者（委員）  

氏 名 

馬橋正芳   清水与志雄  石井直彦   出井英夫  

小城幸子   桑原宏安   園部浅子   島田卓吏  

馬場惠喜子   中澤左衛子   山村利子   増田節子  

 

欠席者（委員）  

氏 名 

羽鳥英樹   横田康介   堀内規  

事 務 局 子育て支援課  藤間参事、細谷主幹、島田主査、藤倉主査、小杉  

会 議 内 容 

１  開会  

２  議事  

議題１  特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用定

員について  

議題２  その他  

３  閉会  

会  議  資  料  

（資料名・概要等）  

◎机上配布資料  

資料１：利用定員について  

資料２：利用定員設定一覧  

パブリックコメント募集記事（市報、市ホームページ）  
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 発  言  者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

馬橋正芳会長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬橋正芳会長  

清水与志雄副会

長  

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水与志雄副会

長  

１．開会  

天気予報によると雪が心配されたが、たいしたこともなくよかった。

これからまだ寒い日が続くが、皆さん健康に留意されたい。今日の

議題は２点となる。よろしくお願いしたい。  

 

２．議事  

議題１  特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用定員

について  

○特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用定員につい

て、事務局より説明が行われた。  

（資料１、資料２）  

ご意見をいただきたい。  

地域型保育給付を受けるために、たけのこ保育室、長澤家庭保育室

が新制度へ移行するとの説明だったが、新制度へ移行するところは、

他にはないということになるのか。  

市内には、現在、認可外保育施設が８施設あり、そのうち４施設が

事業所内保育施設、２施設が認可外保育施設、２施設が家庭保育室

という内訳になっている。そのうち、認可外保育施設１つ、たけの

こ保育室が小規模保育施設としての移行を希望、家庭保育室１つ、

長澤家庭保育室が家庭的保育施設としての移行の希望している。こ

の他では、現在、家庭保育室１つが移行を希望しているが、施設の

要件が整っていないということで、現時点では平成 27 年度のなるべ

く早期には移行したいと相談を受けている。具体的には未定である。

その他の、たとえば事業所内保育施設については、意向を確認した

ところ、移行の条件に従業員の子ども以外に地域枠をとらねばなら

ないという条件があるため、現時点では、新制度における事業所内

保育事業への移行はどこも考えていないということになっている。  

来週の新制度説明会の案内が子育て支援課から来ているが、これは、

幼稚園が新制度へ移行したいという希望をもっているのであれば、
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事務局  

 

 

 

 

 

清水与志雄副会

長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬橋正芳会長  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

その時点で考えてくださるということか。  

来週、 12 日に予定している説明会は、幼稚園だけが対象ではなく、

保育園、市内には認定こども園がないので幼稚園、移行を希望して

いる事業所の３者を対象にする。幼稚園は４月からの移行の希望が

ないので、この先の移行についての参考にしていただき、ご検討い

ただければと考えている。移行する意向があれば、随時市として相

談を受け、支援をしていきたい。  

子育て支援員研修という資料をいただいている。この制度を推奨す

るということだと思うが、これは市からご案内していただき、これ

から地域型保育給付を希望するところを対象として研修するという

ことか。  

今回の利用定員の話とは直接関係がないが、子育て支援員という新

たな制度ができている。保育園、学童保育室、地域子育て支援拠点

などで、子どもとの接点をもってお仕事をしたいという方について、

正規の保育士や幼稚園教諭、教員免許などがなくても、子育て経験

をお持ちの方が、都道府県あるいは市町村が行なう所定の研修を受

講していただければ、子育て支援員として従事していただけるとい

う認証資格が、子ども・子育て支援新制度で用意された。これは、

まだこの数ヶ月でこのような枠組みでいくということが示され、最

近、国からカリキュラムが示されたばかりの状況なので、市の方で

研修の内容を示すことはできない。今後検討していく。  

他になければ、この議題は終了とさせていただきたい。利用定員の

事務を事務局で進めてほしい。  

 

議題２  その他  

現在、「子ども・子育て支援事業計画」へのパブリックコメントを実

施している。市報、市のホームページに募集記事を掲載し、子育て

支援課、市政情報コーナー、南河原支所の３か所で閲覧できるよう

にしている。応募状況については、今のところ意見はない。まだ引

き続き受け付ける。次回の会議で、パブリックコメントの状況をご

報告する。次回の会議は、３月 17 日（火）の 9 時 30 分もしくは 10
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馬橋正芳会長：  

時から行ないたい。場所は未定である。確定後、通知をお送りする。 

では、３月 17 日の午前でよろしくお願いしたい。  

 

３．閉会  

 

 
 
 


